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新技術・情報名 青色卵殻遺伝子の卵用鶏種への導入 分類 ③

１．成果の内容

ｌ）技術、情報の内容及び特徴

特殊卵殻色卵の地域特産化を目指して，アロウカナ種の青色卵殻色

遺伝子を，白色レグホン種及びロードアイランドレッド種に導入し固

定化した。

（１）アロウカナ種×白レグ種及びアロウカナ種×ロード種の，第２世代

の青色卵殻色遺伝子は，００(青)，０ｏ(青)，ＣＯ(非青）に分離した。この

ため，外見で判別できない００及び０o遺伝子保有鶏を白レグ種と交配し，

後代検定と００個体の選抜を行ったところ，第３世代以降は全ての卵殻

が青色となった。（図１，２）

（２）卵殻色の特性は，白レグ交配系統（ＡＷ）では薄青色で濃度は低いが，

青みが明確である（＝ｂ値が小さい）。一方，ロード交配系統（ＡＲ）

では褐色色素の混在による薄オリーブ色であり，２種の色素が混在す

るため濃度と色彩の変動が大きい。（第１表）

（３）産卵能力は通常のコマーシャル鶏に比較すると低い。（第２表）

2)技術、情報の適用効果

特殊鶏卵の生産，普及を目指した基礎系統として利用する。

3)適用範囲

特殊卵の地域特産化を目指す県内養鶏農家。

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）今後は青色卵殻色系統として，卵殻色の安定性，色彩の明確さに優

れたＡＷ系を中心に，経済形質の向上に取り組む。

（２）地域特産鶏として普及，販売するには，青色卵殻に加えて’内部卵

質にも特徴を持たせることのできる飼養技術の開発が必要である｡
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図ユ作出のフローチャート

表２産卵成績（４世代目，176～２８７日齢短期検定，３年）
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親００の場合

子はＯｏとＣＯ→三枚冠と単冠（各５０％）

青色卵殻遺伝子０は三枚冠遺伝子と連動する。

図２２世代目における後代検定の方法

表１卵殻色の特徴（４世代目，３００日齢，３年）
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